
それぞれの色合を競う.黄色系ではポプラ･カラマツ･シラカバ紅褐色ではケヤキをどがある.

シェラー博士 と東京から福岡に飛んだ1959年 11月下旬の機上からは,中国山地が一面に

あかくブナ林が燃えていた｡後年,広島から松江-抜ける木次線の県境付近はスウィッチバック

をく9返し噂いで登る蒸気機関車の汽笛が紅葉の谷に木魂 し,紅紫黄裾の斜面は陽に映えて体も

衣も染まるようであった｡ (1973.ll.8 稲 )

●
好 き な 形 の JH

能 瀬 良 一 明

わたくしの生まれは黒部川扇状地のせんをか｡ふるさとの土地や人々はこよをく夜つか しいが,

黒部川そのものはあぜ9膚に合わをレも わた くしの生まれた家から白馬岳 も鹿島槍 もよく眺められ

たが,長ずるに及び,別の川,別の山を知ってから,ふるさとの山や川の魅力は半減した.レ､まわ

たくしの好みにぴったDをのは,山で夜くて丘であD,急流で夜くてこく緩か夜川であるO

この20年間,調査と自負しつつ,実際は大河の風物を楽 しんできた｡それ らのうち, もっとも

美しい印象を残 しているのが,北海道の北のはてを日本海に向って流れる天塩川である. わけても

昭和 36年5月の数 日,この川の-Dを,主として車ではあったが,ゆっくりと調査 した時の思い

出は尽きをレTb ある日は北海道開発局の調査船セキレイ号に,幌延の若い工事事務局長と二人で,

流れるともなく流れる清流にモーターの音を残しをがら下った.蛇行に身をまかせて両岸の土地を

観奏した9,思い切って岸からはいあがって土を採取したDもした｡水面にも,丘の上にも,人一

人い夜い広野. 山はだはまだ冬の装いを脱 し切っていをいが,空の青,水の青は初夏を思わせた.

半月前に終ったという融雪洪水がおいていった砂 - つまbもっとも新 しい自然埠防堆積物にも

心をひかれた｡その融雪洪水が,上流からの雪氷の大塊をぶっつけて橋が破損 した箇所も見えた｡

河岸に立つと,はてをく続く熊笹の原があ9,ポー リングステッキをつっこむと,厚い泥炭層.

風景はあくまで単調,環境は唯々静寂｡丘に登D,蛇行の流れを高所か ら追う｡緩流河川の魅力に.

ただただ陶然｡

美しい緩流河川は西日本にも少をくない｡その中でわたくしの好みに合ったのは京都府北部の由
l

良川と四国南部の四万十川である.いずれの川も,鉄道から見離されていて,自然の風物が素ぼ く
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である.四万十川は,はじめて行った昭和35年から,昨年までの数回のうちに,変化といえば中

村市へ国鉄が通じただけ.レ､まも水は澄み,山の線は濃く,あゆの味は絶妙b

ゆったりと流れる蛇行塾河川QL 生兎 せかせか したわたくしの欠点と補完関係にあるのかも知

れをhoといって,わたくLはそういう河川を,歩いて見なければ乗知できをいというわけではな

い｡ 2万5.000分の1地形図,できれば2,500分の1程度の大箱尺の地図を,机上にひろげて,

あれこれ想像すること,これがまた楽しい道楽である. 1973･11･18

義

デ ン マ ー ク の 空

大 和 田 順 子

私たちのヨーロッパ旅行は,飛行機の都合でデンマークのコペン-ーグyK寄航することになっ

た｡デンマークに立ち寄るのは今年はじめてなので,次にその印象の二三をあげてみよう｡ しかし

デンマークに滞在 したのは,前日の午後にコペン-ーゲン忙着いて,翌日の12時半の俵で飛び立

つという,わずか一泊の短レ､期間であるので,ほんの通9す ぎの印象である点を御了東頂きたい,

コペン-ータンのカス トラップ空港に着いて入国審査を受ける. まことに簡単であ9,ちェっと

拍子ぬけするくらい亀 それにこの空港に着くと,まず空気の清く澄みきっているの忙駕ろかされ

る.夏とはいえど北国をので,涼しく冴えきった空気が,肌にさわやかで実に心地良レヽ このカス

トラップ空港はフィンガー (送迎デッキ)がとても長く.ヨーロッパ旅行の最後の訪問だけに,痩

れた身体にはショルダーバックの重さが身にしみて痛いくらいだ｡後で調べたら,この空港の7イ

yガーは,ヨーロッパではパリについで長いそうだ｡だから随分長い道のりを歩いたような気がし

たのだろう｡

空港か らバスに乗って市内に向うOバスの車窓から見える風景は,実に広々としてのんび9して

お9,何とをく整理されていて清潔であった｡ただ,北欧らしくいわゆるム17ランドというか,

ヒ-スランドというか,潅木の生えた氷蝕土の荒地が,ところどころに存在していて,デンマーク

人の勤勉を努力によって長い年月をかけて開発されてきたのだということが伺えたo緑色の濃い広い

牧場では,牛がゆうゆうと草を喰んでお9,よく耕やされた麦畑やとうもろこし畑,そしてその間

に点在する赤や青の屋根を持つ白壁の粛清を農家をど,何とをく牧歌的風景で,さすがに酪農国で
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